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大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官

兵
衛
」
で
大
谷
直
子
さ
ん
が

演
じ
た
『
土
田
御
前
』。
実

は
、
土
田
城
の
姫
君
で
あ
っ

た
と
の
説
が
有
力
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
私
な

り
に
土
田
御
前
の
回
想
録

を
想
い
描
き
、
歴
史
ロ
マ
ン

に
浸
っ
て
み
ま
し
た
。

翌
年
に
は
信
長
を
、次
い
で
信
行
（
信

勝
）
を
授
か
り
ま
し
た
。
信
秀
さ
ま
は
、

信
長
を
那
古
屋
城
主
に
置
き
、
私
と

信
行
を
連
れ
て
尾
張
の
古
渡
城
へ
移
っ
て

し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
信
長
は
嫡
男
と
し

て
馬
や
弓
、
鉄
砲
、
兵
法
な
ど
を
厳
し

く
教
え
込
ま
れ
ま
し
た
。
私
が
そ
ば
に

居
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
優
し
さ

に
欠
け
「
大
う
つ
け
」
と
呼
ば
れ
る
乱

暴
な
性
格
に
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

と
は
対
照
的
に
、
信
行
は
品
行
方
正
で

あ
る
と
評
判
で
し
た
。

殿
の
葬
儀
で
は
、
二
人
の
振
る
舞
い
の

差
は
歴
然
で
し
た
が
、
殿
の
ご
遺
志
に

従
い
、
信
長
が
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
後
に
兄
弟
の
仲
違
い
に
よ
っ

て
、
信
行
が
反
旗
を
翻
す
も
、
成
敗
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
信
長
は
延
暦
寺
や
石
山

本
願
寺
を
攻
め
た
て
、
妹
の
お
市
を
嫁

が
せ
た
浅
井
を
も
滅
ぼ
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
荒
木
村
重
が
毛
利
へ
寝
返
ら
な

い
よ
う
、
荒
木
へ
の
人
質
と
し
て
私
を
差

し
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
母

だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
の
で
す
が
、
信
長

は
決
し
て
私
を
憎
ん
で
い
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
百
年
余
が
経
っ
た
今
、
土
田
御
前

が
毎
日
の
よ
う
に
見
上
げ
た
土
田
城
は
、

自
然
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
周
辺
に
は
鳩
吹
山
や
名
勝

木
曽
川
、
可
児
川
下
流
域
公
園
の
カ

タ
ク
リ
な
ど
、
御
前
が
慣
れ
親
し
ん
だ

往
時
の
風
物
が
、
今
も
な
お
故
郷
の
財

産
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
十
年
（
１
５
８
２
年
）
六
月
、

我
が
子
・
信
長
が
珍
し
く
濃
姫
を
伴
っ

て
上
洛
し
ま
し
た
。
そ
の
折
、
私
は
安

土
城
で
蘭
丸
の
母
君
・
妙み

ょ
う
こ
う
に

向
尼
さ
ま
と
、

皆
の
帰
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
へ
飛
び
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
の
が

「
信
長
さ
ま
が
蘭
丸
ら
と
と
も
に
、
本

能
寺
で
明
智
さ
ま
の
刃
に
倒
れ
た
」
と

の
知
ら
せ
で
す
。
残
さ
れ
た
私
ど
も
は
、

乱
世
の
定
め
を
恨
み
、
泣
き
明
か
し
て
、

故
郷
や
息
子
た
ち
の
こ
と
を
思
い
起
こ

し
て
い
ま
し
た
。

美
濃
国
可
児
郡
の
土
田
城
は
、
祖
父

が
築
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
麓
の
館
で

生
ま
れ
、
父
は
土
田
政
久
と
申
し
ま
す
。

土
田
家
は
、
古
く
か
ら
織
田
家
と
姻
戚

関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
縁
あ
っ
て
、

私
は
織
田
家
当
主
・
信
秀
さ
ま
の
正

室
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
で
す
。
婚
礼

の
出
立
に
は
、
輿
入
れ
の
道
具
を
積
ん

だ
何
隻
も
の
船
が
、
土
田
大
脇
の
湊
か

ら
木
曽
川
を
下
っ
て
行
き
ま
し
た
。
土

田
城
の
麓
や
湊
の
周
辺
に
は
、
私
の
大

好
き
な
ス
ミ
レ
や
カ
タ
ク
リ
が
一
面
に
咲

き
誇
り
、
私
を
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

天
文
二
年
（
１
５
３
３
年
）
の
春
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

織
田
信
長
の
母
・
土
田
御
前
の
回
想

山麓に残る五輪塔

山麓の石碑と看板
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（デジアナ７ch、デジタル12ch）

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

6／7（土）～13（金）
●ようこそ！市長室へ
　今回のテーマは、「良い食」してますか？です。
「食」という字は「人に良い」と書きますので、
身体に良い食べ方をしなければ「食」になりま
せん。食べることの大切さについてお話します。

　今回、カニダーが調査するのは、「可児の手づ
くり味噌」。誰が作っているの？どこで利用され
ているの？どんな味？カニダーがみなさんの疑
問にお答えできるよう、徹底的に調査します。

6／21（土）～27（金）

6／14（土）～20（金）

　この週は、通常の特集の枠を利用して、シ
リーズ番組を２本お届けします。どちらも楽
しい番組ですので、ぜひご覧ください。

6／28（土）～7／4（金）

　美濃桃山陶について理解を深めていただこ
うと開講したシリーズの第３弾。今回は、黄
瀬戸、瀬戸黒、志野、織部といった特徴的な
陶器の核心に迫ります。

●好きなのはカニダー

●美濃桃山陶講座③●簡単！山ごはんレシピ
●みんなでわいわい！軽スポーツ

放送時刻

新しく入った本

かにっ子タイム

展示のご案内（本館）

図書館だより
市立図書館本館（広見） ☎62 5120
帷子分館 ☎65 8530
桜ケ丘分館 ☎64 3473

本館・分館共通
毎週月曜日、26日（金）休館日

本館　火～金　午前10時～午後7時
　　　土日祝　午前10時～午後5時
帷子・桜ケ丘分館　午前9時～午後5時

開館
時間

放送中
災害など
緊急時には、
特別放送を
します。

月～金の午前８時からは、市政情報
を、毎週土曜日の午前10時からは、地
域の市民活動などを放送しています。
毎週木曜日の午前11時20分～11時40
分は、市長や市職員が出演するコー
ナーもあります。
お聴き逃しなく！

「防災無線」電話で確認サービス
専用電話番号
0574-62-１５４８
※通話料金が必要です。
※防災無線放送後、24時間経
過すると消去されます。

「９月21日は世界アルツハイマーデー」展
（高齢福祉課）
期間：8月30日（土）～9月25日（木）
　認知症があっても安心して暮らせる社会
を目指し、毎年9月21日を中心にアルツ
ハイマー病の啓蒙を全国的に実施していま
す。この機会に認知症について学んでみま
せんか？

「A
えー

」　中
なか む ら

村文
ふ み の り

則 /著（河出書房新社）
「叱られる力」

阿川佐和子/著（文芸春秋）
「ロボコン」ニール・バスコム/著

※桜ケ丘分館は９月７日（日）は正午開
館となります。

松本剛
た け し

史 /訳　松井龍
たつ

哉
や

/日本語版監修
（集英社）

「セッセとヨッコラヒョゴーどうくつの
たんけん」

高
たかばたけ

畠那
な お

生 /作（フレーベル館）
「生きものつかまえたらどうする？」

秋
あき や ま

山幸
こ う や

也 /文　前
まえ は し

橋利
と し み つ

光 /写真
こばようこ/絵（偕成社）

「じぶんリセット（14歳の世渡り術）」
小
こ や ま

山薫
く ん ど う

堂 /著（河出書房新社）

　毎週土曜日午後2時から行います。
○9月20日（土）は、ふくべっこの人形
劇を行います。

場所：図書館本館3階　会議室
上演：人形劇サークルふくべっこ
　たのしい人形劇です。ぜひ来てください
ね！

市民・行政一体
型フェイスブック
「かにすき」

　イベントや子育て、おすすめス
ポットなど、市内の情報が満載‼
　可児の魅力をみんなで共有しま
せんか？
　下記QRコードを読み取る、も
しくは「かにすき　可児」で検索
して、今すぐアクセス‼

かにすき　可児 検索

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

9／6（土）～12（金）

9／13（土）～19（金）

9／20（土）～26（金）

9／27（土）～10／3（金）

●ようこそ！土田城へ

●うるおいライフ

●美濃桃山陶講座４（最終回）

●簡単！山ごはんレシピ
●わいわい！軽スポーツ

　織田信長の母・土田御前は、土田城の姫君で
あったとの説が有力です。
　そこで今回は、市長が土田御前の回想録を想
い描き、歴史ロマンに浸ってみました。

　10月から募集が始まる生涯学習講座「うるお
いライフ」。市民講師企画講座や体育連盟主催講
座が盛りだくさんですので、講座選びの参考に
してください。

　今回は、久々利地区にある牟田洞古窯跡群の
発掘調査についてお届けします。これまでの調
査でどのようなことがわかったのでしょうか。
お楽しみに。

　この週は、通常の特集の枠を利用して、シリー
ズ番組を２本お届けします。どちらも楽しい番
組ですので、ぜひご覧ください。

放送時刻 月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル 12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

人形劇の様子
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広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。


